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Abstract
Yuzheng Female School was one of the educational reforms by Zasake Prince Gongsangnuoerbu of 
Harqin Right Banner of Inner Mongolia and it marked the beginning of contemporary women education 
in Inner Mongolia. The paper aims to clarify how Japan influenced China educationally at the end of the 
Meiji Government by exploring the educational thoughts of the famous Japanese female educationalist 
Shimoda Utako, her ideas on Chinese education and her relationship with Yuzheng Female School. The 
essence of Shimoda Utako’s educational thoughts for women education was nationalism, which was 
based on her education in Confucius thoughts and her consciousness of respect for the emperor. Her 
never-changing thought was that education should serve the country. Guided by this kind of thought, 
she realized the importance of supporting and penetrating into Chinese education and thereby protecting 
China and ensuring the influence of Japan in China when the western imperialist countries, especially 
Russia, manifested great threat to Japan. The establishment of Yuzheng Female School was just the 
product of this thought, which manifested in the teaching goals and the design of curriculum and the 
later Chinese students of this school going to study in Japan. Yuzheng Female School was just one of 
the examples of Shimoda Utako’s educational activities in China. It is of great use for us to assess Prince 
Gong’s educational reform and educational modernization of Inner Mongolia more comprehensively to 
perceive the Yuzheng Female School from the perspective of educational background.
KEY WORDS : Shimoda Utako, Yuzheng Female School, nationalistic educational thought, mutual support 
theory for China and Japan, educational thoughts on China
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1 はじめに
中国内蒙古の近代女子教背と言えば，滑末内蒙古カ
ラチン右旗親王賞粂諾爾布(以下は賞玉にする)の近
代教育改革 「貫玉三学J(1)の中の「敏正女学蛍j
(19Q3'時三}が稿矢とする盟中国国内の鱗正女学堂に
ついての研究(2)は主に内蒙古或いは要素古族の近代教
育発展史の角度から，貫去の教育改革の内容の紹介と
教育上の貢献を中心に行われてきた， 日本側の研究
(3)はその教育内容のほかにE 学堂の設立した背景，
特に20世紀初頭の日露戦争前の日本の対内重量古政策
の一面を明らかにしようとした.中国側の研究は「歴
史的背景Jの考察が足りないのが問題になる一方，日
本僚はもっぱら「政治的jな背景に注目し続けた傾向
がある盟統正学堂の設立自体は教育活動であるから担
当時の'1日両方の教育環境や教育人物の参与について
の分析も不可欠だと思う.本稿では，明治後期の友子
教育のリーダーの位置にある下回敬子という人物の女
子教育思想，対'1国教育活動，統正女学堂の成立との
関係などを分析して，当時日本の対中国教育活動のー
当時から多く接触する機会のあった伊藤公，井上候，
大隈候その他濠識な政治家たちから，冥々のうちに受
けた感化も相当にあったことを疑わぬが，先生が父祖
三代儒学をもって鳴った家系から生い立たれたという，
その幼時からの教義がまた一つには大なる原闘を成し
ていたのであろうJ(りと述べている 下回の中国へ
の関心の理由は「政治家からの感化Jと[犠学の薫
海jと，二つにあると見てもいいようだが，乙乙では
更なる分析，つまり政治家たちからの感化と儒学の蒸
絢が下回歌子にもたらした思想上の影響をそれぞれど
う具体的に捉えたらよいか，という問題が出てくるの
である.ヌド稿において，前者からは日中提携論説議
白人種対抗論議後者からは皇室中心主義者と関家主
義教育論者と，それぞれの図呆関係が成立できると見
ている日中提議論，黄白人種対抗識は F回の対中国
教育畿に含まれるもので，皇室中心主義，国家主義教
育識は下悶のあらゆる教育活動の指導方針という存在
で，その対中国教育観も言うまでもなくこれをもとに
成立されたと思うー
壌として内モンゴルの近代女子教育の発足した内閣を 1)皐護中心主義者と国家主義教育齢者としての
考えてみたい TI!l敬子
下回歌子は，その家系として. r実に父，祖父，曾
2“下回歌子の女子教育思想と対中国教育観 祖父三代続いて，郷党及び天下に鳴らした文学の家，
下回歌子(4)は日本の近代女子教育の第一人者であ
ると同時に，中国の近代女子教育事業に大きな影響を
与えた人物でもある.下回は中国への女教師の派遣と
日本国内における中国女子留学生の教育などを過して，
中国近代女子教育の発援を援助した.その結果として，
f事業中国で女子中等教育を興した女性のほとんど
が下回歌予の教え子であったし. r良妻賢母Jが中国
の女子中等教育の教育目標として定められたのも下回
歌子の教え子たちによってであったJ(のという.内
蒙宵カラチン右旗の銃正女学堂も「実践女学校留学生
部の支部J(6)と言われるほどその指導のもとにあっ
たが，下回はなぜ中国{当時は靖国}の女子教育事業
に強い関心を持っていたのか，その対中国教育観はど
う理解したらいいのか， ζれらの疑問を解くことは，
下回歌手と内蒙古の近代女子教育の成立との関係を究
明するととに大事な作業だと思う.
f下回敬子先生伝』の中に. r先生は既に夙く，宮中
生絡を拝辞される前後から，との隣邦支那問題，:::対し
では並々ならぬ関心を持って居られた.ぞれは先生が
漢学者の立派な血筋を引いていたJ(8). このような
家庭で育った下回は幼い頃から儒学の薫陶を受けてい
た とれについて，本人は1934(昭和的年の『源氏
物議講義 首巻Jr絡主主jの A節にこう諮っている.
ト・幼年時代から深〈和歌に趣味をもっていた為に
勢ひ古文学に引きつけられて. r女の癖jと叱られつ
つも，家の蔵書は何くれとなく，手当り次第に読過し
たけれども，何分自分の家はさ代続きの漢学者であっ
たので，漢籍は可なり蔵されてあったが，図書は余り
沢11もなかったJ(的 漢籍の本を沢11読んだと問時
に日本の和歌にも強い興味を持っていたことがわかる
が，その心底の中国への親しみと河本の伝統への重視
はこの嘆からすでに芽生えているだろう.
下回敬子の父は尊王思想の持主であった父から尊
王思想を受け継いだことについて，下回はこう諮って
いた. r白分はどうも通常の婦人とは濃った性格を有
っている. (中略}援に少女時代にも父の正義の為に，
苦心惨像せる状況を目撃し，また屡屡父と共にtT.JiEの
関を往来したこともあったので，自分は子供の時から
君国の精神を養成せられたからでずJ(10). また，
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「君国のことJと「一個人のことJ，どちらが大事な
のかについて，下回は r(前略)如何なる逆壌に立っ
ても，それらはー縞人のこと守あるから，自分ひとり
我慢すればよいので， j何ら苦痛を覚えませんから，夜
も快〈安眠出来て， (中国書)ととろが一皮君国のとと
にj思い至ると，夜も磯磯眠られず，熱狂興奮して気狂
いになりそうですJ(11)と言っている.下回の一生の
軌跡を見れは確かに儒学教義の延長戦に「君国jは
何より大事な存在で，君閣の成立がその一切の活動の
原点となった.
日本近代の国家主義教育方針はl朗自年の f教育勅
議』の発布によって正式に定められたが，下回歌子の
「儒学の子Jr尊王思想のヂJ(12)という殻格は当然
彼女を国家主義教育思想の賛成説執行者に規定する
ようになるのである. 1串告3(明治26)年3月，下回は
次のように西洋と隣国清朝からの圧)Jの下での日本
の富強の課題を意識して，女子の役割，或いは家庭教
育の重重喜性を強調している { 闘の富強なるは個々
の家の嘗めればなり 一国の貧弱なるは個々の家の貧
しければなり E 而して邦国の文明なるは個々の家和気
あるが故にして，且つ善母は能く人類を新にして 障
の体面を進ましむるを得ベければ，婦人の任意義に至大
主主重なりと云ふべし.J (13)とE また18昔話{明治31)
年10月の『帝国婦人協会設立の主旨』の冒頭}乙下
回はその一貫した国家主義の女子教育の方針を唱導し
ている曾「女性の資性は単純なり"慈イコなり，単純な
るがゆえに能く其望書を守ることを得，慈イてなるがゆえ
に能く其徳を全うすることを得其淑徳高節の光輝や，
能く一家の長幼を導きてB 正理真揺の門に入らしむべ
し閣は家の大なるもの，郎ち国家てふ名称のある所
以なるべし.故に一家の風犠を重量正するは，単へに女
子の感化によらざるべからざるが如く，一国の風紀を
善美ならしむるも，亦女子の感化〈インフルエンス)
を要せざるべからず jと
に優れていても，思想が極めて過激的，急進的であっ
ては国家の役に立たず，害毒を減すととになるので日
本的に育て上げなければならないと考えていたjとま
とめている.このまとめから分かるように，第一の
「完全なる国民jにまず「愛国心jを強調しているの
に対して，第二の「完全なる人格jにも「国家に役立
つjかどうかに重点を撞いている下回の女子教育論
は多くの学者から「国jと「男jのためのものだと評
価されているが， r国jのためという判断自体はたし
かにその通りだと思う‘
2)日中提携論者，策白人種対抗重量者としての
下臣敦子の対中国教育観
下回歌手は早くから日本の主皇后の傍近くに仕えて，
明治新政権の中継に近づいていて，知的環境1:恵まれ
ていたー閣の貴顕とつきあう間に受けた日中援携論，
黄白人穣対抗議のような思想上の影響もその一つだと
言えるだろう，
l昌93年9月，下問歌子は泉女教育調査という夫議の
内旨をうけてヨーロッパに渡ったー渡英中に日清開戦
を開いた下回は{兄弟の国たる日清jの雨閣の争いが，
「東洋の際をf可ひつつあるj欧州列強に滅夫の京jを占
めさせると危機感を抱いていた(15). 
日清戦後，中国とどういう関係を持つべきかについ
ては，下回歌子は近衛篤麿をはじめとする政治家たち
の東亜保全言語から大きな影響を受けた.近衛篤麿l立
1863年に五摂家筆頭近衛家長男として京都に生まれ
て，下回と同じように皇室と関係が近かった漢学の
喜晴岩塩月洲からアジア主義の影響を受けて， 1885年
留学のため西洋へ行く途中，台湾海峡を通過する時，
「隣国の地漸次ニ阿人の蚕食スル所トナルjを見て，
「対岸/火視シテ放却シテ可ナランヤjと中国に対す
る同情心を表していた.(16)その後，荒尾精から寄婚
された f対潜弁妄』の影響で，中国分割の脅威とその
縄田胤子(ほか〉の研究(14)には，下回の女子教 予防策としての中国保全論がその東亜経繍の基本運念
管理念として，第一に完全なる国民としての婦人をつ になった.
くる ζと，第二に人として完全なる人格を備えるとと
を挙げている.またこの二点について， r完全なる国
民としての婦人とは，愛関心にあふれ，慈愛，優美な
どの徳性を備え，委として家庭のことにあたり，母と
して子供に対する知識，技能と健全なる体格をもって
いる女性であり，第三の人格は.人の人たる道を行う
品性と考えていた網つまり女性がいかに知力や技芸
日清戦争の後，列強による中国分割の危機は深刻化
した.特にロシアからの脅威に顕して，近衛篤麿は
1約串(明治31)年1:雑誌『太陽』に I同人種同盟
附支泌問題研究の必袋jという論説を発表した. r最
後の運命は，黄白河人種の競争にして，此競争の下に
は，支那人も，円本人も共に白人種の仇敵として認め
78 包　賀喜格図
らるるの位地に立たむJ， r支那人民の存亡は，決し
て他人の休戚に非ずして，又日本人自身の利害に関す
るものjであるの中国を助けて[人種保護の策j
を取らなければならないと述べている.そして，その
具体的な行動として，何年11月2日に，近衛が中心と
なる{東亜会と同文会を合併した)東亜同文会，
1900 (明治33)年百月24日に国民間盟会 1雪印(明
治36)年皐月事日に対露関窓会が設立され， r支那を保
全すjという方針をもって， 日本と中国で一連の活動
を援関した町
近衛篤農を代表とする東軍保全論は当時の主流思想
となった.大限重信，伊藤博文などの政治家たちも日
清提携の点で一致した考えをもっていた.これでE華麗
保全論の Fに日清提携が盛んに唱えられるが， 下回歌
子はまさにとの日清提携の女子教育面の唱導者であっ
た.日清開戦を開いた時の「兄弟の国たる日清jとい
う言い方は近衛篤麿の西洋へ赴く途中の言語とよく似て
いて，下回の中国に対する縦しみの感情が読み取れる
が， このような個人的な感情が当時の国主主と結合した
時，日清提携，東亜保全という立場を選ぶのも不思議
ではないー 1901年，下回は辺見奨彦(17)との話の'1
にこう述べている嗣日前略}自分の考えを正直にいへ
は日本の興亡といふものは，結局対交問題を如何に
処理していくかに在ると息ふ.日本と支那の有様を比
の億にして置くと，恐るべき結果に総る圃まづ具体的
な第一着手としては，彼我新提携の前提として，お互
いの人情.風俗，制度，文物をはっきりと認識しなけ
ればならぬJ(18)，このように，下回は日中提携と日
本の存亡との関連から対中国教育援助の緊迫を意識し
ていた
下回敬子は近衛篤穫の黄白人種対抗議についても向
調していた. 1百02年に下回の援助で上海に創立され
た『作新社jの発行した雑誌『大陸』の創刊号に下回
の女子教育1:対する見解が掲載吉れていた中国留学
生が下回数子の演説をノートにしたものであるが，次
の一節があった. r今日之世界 乃紳族費争之世界
t走者肢荷劣者敗+強者存而弱者む五洲最大，告能容
此弱劣之氏族凶井立子大地之上-'jl.纏Ji之不禁凶苔其
先支邦人草寺前途E震発 大凡一国女子予依者其男学必依
{同也号母教斯使然也.一国女体強者共男体必弧何也
母斡使然也.今日欧美白斡.所以強盛剣l此者.日総省
i比紘翠洲議事中所以鐙乎其后者 亦臼橋元此故.J下
問はこの黄白人種の対抗関係を強調しながら，中国の
女性の人種的改善と教育の普及を力説したのである.
3.下回歌子の対中国教育活動の展開と
続:a女学重量成立の経緯
竹下回敬子の対中国教育活動とその閣議主義的な
性格
下回歌手は如何に中国の教育，特に奈子教育に関心
を持っているかについては，当時の政論家鵜崎鷺城氏
の曾， r人にま時へば誰れ彼れの差別なく，隣邦支那の
開発を説いた者に男にJ!i衛霞山公，ぷ了ーに下回歌手
女史があったJ(l宮)という評価からよくわかると思う.
下回は日清戦争の時から既に中国の「火予を教導し
ようjと考えていた(20).でも， 3ーロッパから帰
国した後の下回の「急務jは「女子教育の中等以下の
階層への普及jであって，帝国婦人協会の設立とその
ドの実践女学校，女子L芸学校の創立に専念して，中
国に対する教育活動の実質的な緩闘がなかった.
下回数子の直談指導した対中国教育活動は日本国内
と中国大陸，二つに分けられる.白木閣内の活動は中
国女子留学生の教育が中心で，ぬれ年1:始まって，
1914年まで続いたE ごこれに対して，中国大陸への教
育活動の欝備は義和問事件の壌から始まったのである.
中国大陵の下回の指導した教育活動を簡単にまとめて
みれば， 1900年に来訪の孫文1:r二荒山，ふもと
の祭にやどる夜も，夢路はまよふ，もろこしがはらj
の歌を送って，改めて中国の前途に関心を示したのが
起点で， Zこのとろから下回は中国留学生と積極的に交
わった.問年，辺見義彦に中国へ渡ることを勧めるの
を機に裁襲撃を家庭教師に誘って，中国語を勉強し
始めた.一緒に習っていた人の中~;:.辺見勇彦，時任
たけ子(辺見の姉).中村芳子(のち粛親主家の女学
堂に赴任)，内出薫などがいた(21) そして1骨例年に，
愛国婦人会の趣意書を起草し，発起人として同会の創
立に参与した.また同年，実践女学校に初めての清国
女子儒学生を受け入れた闇 1宮02年，浅見は下回の援
助で上海に作新社という出版社を創立した.作新社は
雑誌 f大陸』を発刊し，日本の書籍をたくさん翻訳出
版した 同年曾月間下回は横浜大同学校女教師の狗原
操予を上海務本女学堂1:派遣した‘河原様子は翌年
12月に内議古カラチン主府の教師として入府し， 12 
月28日に王妃とともに統正女学堂を線設した そし
てぬ04年，下限は中村芳子{実践女学校清国留学生
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音容の教師兼舎霊童)を北京の童書綴王王府に派遣して，和 た，この時内蒙古と日本とのつながりを作ろうとする
育女学蛍を設立した. 人の中に，粛鶏ミ巨と)11島浪速は中日両側の代表的な人
下回歌子の中国鰻には，中国に対する綴愛の情と，
女子教育凌還して中国の近代教育に協力しようという
意思が確かに帯在したが，その活動を織かく見ると，
哀のE書家主義的性格も見えてくると思う. 1900 (明
治33)年1月，下回は中国視察に行こうとする奥村五
百子にrBの本のまことの積てF色もろとしの原にも
うえよ，大和なでしとJ(22)という銭別のー替を送
った.同年の孫文に送った歌には中国革命への期待を
示したことに対して，奥村への歌にはさらに日本のカ
を中国大陸に浸透させようという意思がはっきりと表
されている同
1告04(明治37)年，下回歌子は中国人留学生銭豊
傑，陳彦安の実践火予学園卒業式の告辞に r(前略)
私共の肉体は離れていても，その精神は決して変わる
ととはありますまい.どうか賞嬢方も涙してこの白木
の地と別れたことを忘れないように貴嬢方を養った
国は清国であっても，教を受けた国は日本であるζと
をいつも念頭において下さるようにJ(23)と言って
いる.これは f下回は留学生教育を混じて，中国籍の
「日本人jを大量に育成し，彼女たちを遜じてアジア
の女たちに対する日本の指導性の確立をねがったとい
ってよいであろうJ(24). 
2)続正学堂の成立した経緯
前述したようにF 下回歌子の中国における教育活動
はその時間を晃れば日露戦争前の何年間に一遍に展開
されたことがわかる.統正女学堂も1岳03年12月2昌日
に設立されたのであるから，同じくこの特殊な時期の
産物だと言える金なぜZこの時期に蒙古奥地に近代的日
本嵐の教育が成立されたのか，次には日本御jを恥むに
して，その設立の経緯のことを見てみたい.
日清戦後，欧州列強の中国分割がますます激しくな
ってきた.特にロシアの満州占領は日本にとって最大
の危機となった+近衛篤麿などは東亜保全論を唱える
同時に，対露同志会を組織して対外艇の論調を強く主
張した，日本政府も対露戦争は避けられないものと見
て，各種のカを動員して戦争の準備をしていた.日本
にとって，満州におけるロシアとの対抗の中i乙蒙古
方面は重要な戦略地帯であって，対喜重<'iの嘉照工作が
どうしても必要になり，戦争勝敗にかかる要件となっ
物であった
川島浪速はロシア勢力の満州に拡張しつつある形勢
をみて， r蒙古方面から，何らか一種無形の壇壁を築
き上げて，ロシアの中原侵入の鋒先を防止しなければ
ならないjと恩って， rそこでまず蒙古方面を精神的
に占領すること，そして蒙古方面の実力を有する人々
を親日主義に誘い込むjととを言li!iした (25) との
目的を遼成するために，)11島は粛親王と親交を持ちな
がら，親王に緩まれた響華語学堂の職を勤める問に蒙
宙王公や活仏ラマ等と交際を結んだ
日露関戦雲みなぎる一方の中，特にロシアも蒙古地
方に浸透工作を急いでいる情勢の下， }I島も臼木の箪
昔日も「蒙古地方に一小部分でも同情者を作ることが何
よりも大事だjと患っていた(26).これで， 1902年
から1903年にかけて.川島浪速は日本駐清公使内田
康裁公使館附武官青木主主純陵軍大佐と「極秘のうち
屡会合したJ(27).彼らが選んだのは内蒙古カラチン
地方であった.
選んだ理由は二つあるとj思う，一つは地理上の考え
で， rカラチンは熱河よりもなお遥かに北にあって，
内蒙古を南北に貫く熱河大道の要衝に位置し，北へ進
めば赤蜂，挑F揮を経て，遠く斉々 野合爾やハイラ)};にも
達し，外蒙古からシベリヤの方にも通じているから，
日本軍が露軍事に対して，何か側面または背後的活動を
しようとすれば，どうしてもカラチンを足だまり
ることが必重要なのであるJ(2畠). もう一つは，粛新下町
の王妹が貢王の王妃だということであった.
こうして，粛毅ヨEも日本の対内議古カラチン工作の
重要な一環となった.粛綴王は清朝大宮の中の親日主
義の人で， r中国ほどうしても何本と緊密な提携を結
ばなければ，自闘を保全することも，東亜の大}婚を安
定させるとともできないj(2的という政見をもってい
た.彼は東車両文会会員の川烏浪速と義兄弟の約をな
して，二人は「一身同体の如くに働色お主主いに相助
けていたJ(30). J!I島の他に，大限重信と下回歌子と
も綴しい関係をもった.大限について粛親王は「未だ
一面の面識なしと盟主も，書面の上で親交を釘し，常に
続事しているJ(31)と言っている>>韓親王は下回歌子
とも f面識がないが，頗る親密な関係J(32)をもって
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いた.hJII半山が「東京と北京とを往復する筒，幾度
も女史とえ巨の間に音信を取り次いだJ(33)乙とから粛
親吏と下回歌子との問の緊密な交流が存在したことは
裏付けられる. こういう東亜保全論， 日清提携言語にお
ける日本側との一致伎は粛親まが日本の対内重量古ヱ作
1:協力した理由になるであろう
当時，内重量古への武力占領が不可能である以上，)11
島の考案した[精神的な占領jが不二の選択になった
であろう. r精神的な占領jには教育の浸透という使
利な手段が当然日本の軍部や川島などの視野に入って
くるのであるE
「貢王三学jの中1:先に作られたのは崇正学蛍であ
った.この学堂の章程や教授方法の草案に臼本人の寺
田亀之助と通訳の小池}j平が参酌していた(34) 寺
昭亀之助は箪郊の内命を受けて， 1902年7月15日から
12月四日まで蒙古視察をしたと，東京日日新聞の記
事に掲載されている (35)が. との書記載から日本童書留i
の内蒙古カラチン地方への教育浸漢がl告02年に販に
始まったとごとがわかる.でも胃袋正学賞の場合はただ
学堂章程などの起草に参酌しただけで，日本人教留の
派遣や日本式の教授法，教育内容などの導入がまだ実
現できていないのである f当時南北満州及び北韓方
陣其他外蒙古の陣倫地方には露間の主事事的動静を採る
べき夫々の遣が付いていたに拘らず，内蒙古方面には
未だ適当なる方法が欝ぜられていなかったj俗的とい
う実態から凡ても，どうしても識か日本人のカラチン
への進出が必要であった.
内蒙古のカラチン右旗に買さなる教育浸透を図るため
に日本の在北京外交頓aと軍部が苦心を重ねた.貢王
も当時中国国内の「日本に学ぶj風潮の中に，また粛
親王の影響で阜くから日本に渡り，日本の教育文化，
下品業などの建設事業を視察しようと計画していた.彼
は f友人であった円本陸軍少将の中村愛三と円本駐北
京大使隆箪少将の11根武亮と接見し，被らを通じて日
本政府にとの計画を提出した圃日本駐清公使内闘康哉
の激請によって円本政府の許可がおりJ(37)， 1事03年
春，外霊童古カルカ競壬那彦図の長子旗承武粛親王の
j美子憲章，)11島浪速らと，清政府の許可を得ずして極
秘の微行で天津港から円本の郵船1:乗って円本に渡っ
た凶
大阪で関かれた内国勧業博覧会を観察するのが賞五
来日の名目であった.日本の文化，産業の進歩，教育
の発遼を認識してもらうという日本側の日的もあった
が，裏面の陸軍少将福島安正，女子教背者下回歌子な
どとの会見も計画の一つであった‘福島と下回との会
見によってー貫ミ自立 f軍備保持の必需を再認識しJ，
女子教育の重要性についても関心を引き起こされたの
である.賞玉は下回歌子の勧めによって，視察の際践
に「自国にも一つの火学校を設けたいと御内意を漏ら
されていたj そして，帰国の途中に内田康裁公使に
も同じ考えを示したが，王府に帰った後王妃の意見を
聞いて，王妃も大賛同であった.こうして1曽03年の
夏，よく蒙古地方を探察していた佐々木安五郎(JI島
浪速の妹婿}がカラチンに来た除王妃からは正式に
佐々木に f主府の家庭教師として適当な日本婦人を傍
聴したいJ(3昌}と伝えた.北京公使館の公使や武官
などが乙れを聞いたとき， r全く空谷に重量音を患いを
して喜んだのであるJ(39).誰か内蒙古に入ると，名
目は教師であるが，事実は私設外交官，軍事上の秘事普
通信者の役割も楽たせるととで，ロシア方簡の動静も
容易に探知できるようになるということである嗣
河際操子は最適の人選であったーその理由としては
確かに最前線にこのことを推進した)11島浪速と同郷で，
面識がある25となどが挙げられるが，とれよりもっと
大事なのは「下回敬子の知遇jにあると思うー 河原は
下関と同じように儒学の家庭で育った.父親の河原忠
は福島霊智正陸軍大将と幼駅染の親友7:， r孔孟の学問
の本家jという意識，また単くから中闘を注目してき
た福島安正の影響で， rl:l中親善言語jと「教育尊重
論jを常に説いていた(40). eこれは下回数子の教育
思想と「日常提携論jと全く一致しているのである.
父からの f感化jが河原の入蒙の思想との準備だと言
えば，下聞からの指導が実路上の必須条件1きあった.
1可j訴は当時日本女子教育の第一人者の下回にあこがれ
て，続時その指導を受ける機会を待ちわびていた.
1判。(明治33)年の夏，他人の紹介でやっと信越地
方に旅行する下回と会って，靖国女子教育に従事した
いという意思を「つぶさにj伝えた(41).下出は
「深き理解と厚き雨情を以て開き取りj(42)，その後
まもなく横浜大関学校に河原を推薦したのである こ
の学校は清国人経営で，犬養毅が名誉校長であった.
z:れは澗原の夢の靖国女子教育の第一歩だと言える.
ここから河原は下回の設定した対清教育の軌道に采っ
ていくようになった.
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下田歌子と内蒙古の近代女子教育について
－内蒙古カラチン右旗毓正女学堂の設立を中心に－
問。2(明治35)年に下回歌子は中国大陸での教育
活動を開始した，前述した上海の作新技やその出版活
動もこの年'1::始まったが，同じこの壬i去の曽月t:河原は
下聞の派遣で呉懐荻氏の上海務本女学堂に赴任した
その後の働きぶりは上海総領事の小田切万寿之助の評
価も得℃このように上海に一年間余り女子教育の経
験をもった河原は川島浪速と日本軍部から望んだ「教
育上の経験があって，貞護軍混良なる人格安具えて，然
も機を見て敏捷に行動する才気と，蒙古の奥地に単身
で乗り込む勇気のあるJ(43)という条件がすべて織っ
ていた.少し交渉をしてかち，河原I主人家に応じた.
同年の11月に北京に招かれて， 12月21日t:カラチン
玉府に到着したのである.そして一週間の準備をして
12月泊目に育成長正学生霊の関蛍式が行われて. 30日か
ら本絡的な授業が開始吉れた盟ここまで内重量古カラチ
ン右旗に史上初の女子学堂一一統正学堂が正式に誕生
した.
4 おわりに
本稿は鋭正学堂の設立に関する日本側の背景を中心
にして，学堂の教育実態に触れていないが，実は下回
歌子は銃正女学設の設立当時だけではなく，その後の
教育実施にも影響をもっていた.結びとしていくつか
の事例を挙げて説明するが，同04(明治37)年11月
のカラチン王妃から下回宛の蓄額(44)に. [ご門下の
河原女史jと言っているまた雇聴期限延長について，
f何卒先生よりお手紙にてこの事を女史に滋ぜられ，
私共の希主震の逮し候ょうご高配たわまり度額上候Jと
頼んでいる，河原操子は下回の弟子であるととはカラ
チン側にまで認められていて，その濯縛期限延長の件
も下回の意見が必要だったということはこの手紙から
分かるのである金河原は帰国の意があった時にも下回
に手紙を山して，意見を聞いていた荷量互の在蒙活動
は最初から最後まで下回の指導の下にあったと言える
であろう.
実際の教育実施の段階にも下回の影響があった.河
原の作った「銃正女学堂規則jの中仁「発達知識健
全身体，養高尚之性情，立緊良之基礎J(45)と教育宗
旨を定めている.とれはまさに下回歌子のいつも唱導
した知育，体育，徳育及び良妻賢母の育成という女了ゐ
教育の淫念から由来している 教育内容において，河
原は日本語教育を重視し，その理由について「蒙おの
女子教育を成るべく円本風に発達せしめて，同地方円
本化の根拠地たらしめんがため，女学堂に於いては特
に日本言語と日本文字の教授にカをそそぎ，…J(46)と
言っているこれはJI島浪速の「精神的占領jと共通
したもので，当然下闘の従来の対中間教育における言
語重重視の考えとも会く一致しているのである.
さらに1906(明治3自〉年，河原操子は繊正女学堂
の何恵貞，子保点，会淑貞の三主主維を伴って帰国した.
そしてこの三人を下回の実践女学校に入学させた こ
れらの蒙古女性を受け入れるととによって，下回歌子
と内重量古の近代交T教育との直接的なつながりができ
たのである.三人の中の子保貞は卒業後カラチン地方
に戻って崇正学堂でぬ30年代まで日本語教舗をした
(47) .これは下回の蒔いた「日の本のまことの種
子jが中国に根ざしたもう一つの好例になるであろう E
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注
(1) [賞玉三学jの「三学jとは 1骨02年から1宮03
年にかけて，貢王によって照殺された崇正学生霊，守
正武学賞，雛正女学堂のとことである
(訪中国側の研究は郷琳高娃の「波述蒙古族第ー所
近代女子学校一続正女学蛍J(r内蒙古野大学扱』
(4)，日92)，子逢春の [7青末内毒舞台の教育改革と
賞玉について いわゆる I賞玉三学jを中心とし
てJ <Wアジア教育史研究~ 10， 20自1年3月)がある嗣
(3) 日本側は片山兵衛の f清末内蒙古玉府の教育に
ついてーカラチン玉府を中心として~ (r東洋史論
叢:中村治兵衛先生古橋記念j)J水害見 1986)， 
門岩一彦の f内霊童古における教育の歴史と現状
{中)J (rレブアレンス~ 45 (4)， 1告95年邑月}が
ある.
(4)下回戦子は1畠例年に岩村藩(岐阜県〉に生まれ
た幼名，宝r‘尾妬祖父は儒者，父は尊'E思想をも
っ藩士である.下回歌子は幼い時期から学閥詩歌を
学び，天資聡明な少女として育った国72年， 18 
歳で宮中t:出仕，昭憲皇太后に歌才を認められ，敏
子の4"rを賜った. 187官年，御所を下がり，翌年険
客下回猛雄と結婚したが 4年後夫が病死した.
1885年に皇后の令旨で華族女学校が設立されると，
下回歌子は学厳兼教授として就任，以来三{年にわ
たり華族の教育をし続けた.ζの間， 18路年から
二年間，皇女教育や先進国の女子教育視察のためヨ
ーロッパへ行った.帰国後の1898年，上波夫人の
みの組織ではない広く一般の婦人も含まれる「帝国
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婦人協会jを設立，さらに帝国婦人協会よ坦雑誌
『日本婦人』後発行し，また189宮年に実践女学校
を設立した. 1907'Fには学習院女子部 (1日華族女
学校}を辞奇襲し，大衆の女子教育に専念した調
印 20年には愛国婦人会会長に就任し，広汎な社会
事業を展朔する 1盟36年逝去，享年畠2歳
(5)岩禅正子「女性の自立と日本語教育 日本語教
育史の中の下回歌子J， r実践国文学』第43号，
19路年
(6)上沼八豊富「下回歌子と中国女子関学生 実践
ぷ学校 f中国留学生部j安中心としてJ， W実践ぷ
子大学文学部紀裳j第25集，昭和58年3月
(7)紋下回校長先生伝記編築所編『下回歌子先生
伝~ (大主主社)，昭和均年10月， P394 
{前向上， P曽
{的向上， P520 
(10) ， (11)向上， P702 
(12)岡上.P376 
(13) rにはのをしへJ• r婦女雑誌』第三巻第五号.
明治26
(14)阿国照子，小瀬千恵子，三輪聖子 (1関口年5
月)r郷土出身の女子教育者下回歌子に隣する研究
その{ー)J， r岐阜女子大学地域文化研究所報告』
第8号，問自
(15)上部八郎前掲論文.P64 
(16)相原茂樹「近衛篤麿と支那保全論J• W近代日
本のアジア観~ (岡本幸治編著}ミネルブァ書房，
i宮古島年5凡 P54 
(17)西郷に殉じた辺見十郎太の息子.
(1 8) 前掲『下回敬子先生伝~ P426 
(l骨)前掲『下回数子先生伝~ P435 
(20)前掲『下回歌子先生伝jP4∞ 
(21)前掲『下回敬子先生伝~ P427 
(22) 前掲『下回数子先生伝~ P545 
(23) 前掲『下回歌子先生伝~ P401 
(24)小野和子(1972年10月)r下回歌子と服部宇之
吉Jr朝日ジャーナ}1.J14 (4む).P36 
(25)会出鍛(昭和11年3月) WI島浪速翁J(文粋
関)， P紛
(26) 前掲 WI島浪速翁~ P95 
(27) 前掲 WJII島浪速翁~ P自4
(2粉河原操子(昭和44年4月)rカラチン王妃と私』
(芙蓉書房).P28 
(29) 前掲 WJII島浪速翁~ P鈎
(30)石JI半山『粛親王J(事華麗社香j苫)大正5年7
月.P104 
(31) (32) (33)向上， P105 
(34)在国鈎露軍事事，馬希闘徐i註明校詮「校注蒙古紀
関Jr赤峰市文史資料2霊祭~ 7. P23 
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